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This study proposes a method of constructing interesting information extraction system from Twitter. We focus
on small talk ability that is an element of communication skills. Interest of the conversational partner is used as a
effectual topic during the small talk. This system analyzes Twitter data and reveals interest of the partner. In the
result of using our system, extracted elements proved that it is possible to use the interest as a topic.

1. 背景および目的

近年，コミュニケーション能力を重視する傾向が増大してい
る．日本経団連による新卒採用に関するアンケート調査におい
て，選考時にコミュニケーション能力を重視すると回答した割
合は，ここ 5年間継続的に 8割を超えている．
一般的に，コミュニケーション能力は様々な要素を含有，意

味しているが，その一要素として雑談力が挙げられる．円滑な
人間関係を形成する上で，雑談を行う力は現代人に求められる
力であると斎藤 [斎藤 10]は述べている．また斎藤は，雑談時
に効果的な話題の例として，相手が関心のある話題を挙げてい
る．しかしながら，相手が関心のある話題そのものを知ること
は容易ではない．
その一方，近年 SNSが急速に普及し，そこには相手の興味や

関心を示すデータが散在している．日本における SNSの普及
率は約 6割を超えており，代表的な SNSの一つであるTwitter

は，日本人の SNS利用者のうち 3割以上が利用している．
以上の背景から，SNSのデータを利用し，コミュニケーショ

ン相手の関心を事前に調査，円滑な雑談を遂行するための補助
システムを構築することを本研究の目的とする．本システムで
は，コミュニケーション相手の関心を提示し，併せて種々の関
連情報を提供することで，会話準備のコスト削減を行う．

2. システム構成

本研究では，Python用Webアプリケーションフレームワー
クである Flaskを用いて，コミュニケーション相手の関心語を
提示するシステムを開発した．関心語の提示と同時に，ユーザ
の大まかな関心を把握するためのユーザ属性や，関心語の概要
情報およびツイートデータの表示などを行う機能も搭載した．
利用するユーザは，本システムにWebブラウザからアクセス
し，分析したい対象の Twitter スクリーンネームを入力する
ことで，本システムを利用することができる．

2.1 システム概要
本システムの処理概要を示したシステム概要図を図 1 に示

す．利用ユーザは分析対象ユーザの Twitter スクリーンネー
ムを入力し，実行する．Twitterスクリーンネームを受け取っ
たシステムは，そのユーザのプロフィール情報およびツイート
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データを Twitter から取得する．システムは，これら二つの
データを用いて，ユーザの特徴語を抽出する．このとき，抽出
された特徴語を含むツイートを収集する．また，特徴語に対
してユーザが抱く印象の分析も行う．これらの処理が終了し次
第，各語の概要およびカテゴリ情報をWikipediaから取得す
る．最後に，はてなキーワードを用いてユーザ属性を推定し，
利用ユーザに対し結果を返却する．結果を受け取った利用ユー
ザは，特徴語を含むツイートのデータや，Wikipediaからの情
報を適宜閲覧することができる．

図 1: システム概要図

2.2 特徴語抽出
各語のスコアを算出し，スコア上位の語を，分析対象者の関

心がある語として，特徴語とする．スコア算出にあたり，本研
究では tf-idf法を用いた．各特徴語のスコア Su,i は以下の式
によって算出される [渡邊 12]．

Su,i =
tu,i + pu,i · C

Tu
· log U

Ui

ここで，ユーザ u の語 i について，ツイート中の登場回数を
tu,iで表し，プロフィール中の登場回数を pu,iで表す．C はツ
イート総数によって重みづけされたカウント回数である．また，
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Tu はユーザの分析対象となる全ての語の数を表す．ランダム
に取得した Twitter ユーザ数を U，そのうち語 i を使用した
ユーザ数を Ui とする．この Twitterのランダムなユーザ集合
は，2015年 12月に Streaming APIを用いて収集した 2,000

人分のデータとした．

2.3 印象分析
抽出された特徴語に対し，分析対象ユーザが持つ印象を，ポ

ジティブかネガティブかの二値で判定する．この判定には，小
林ら [小林 05] および東山ら [東山 08] によって整備された日
本語評価極性辞書を用いる．形態素解析の結果として出力され
る語の原形を調べ，その語が日本語評価極性辞書中に存在する
場合，当該ツイート内の全ての名詞に対し，ポジティブまたは
ネガティブのカウントを加える．この値から割合を算出し，分
析対象ユーザが持つ特徴語に対する印象値とした．

2.4 ユーザ属性推定
本システムでは，株式会社はてなが提供するサービスのはて

なキーワードを利用し，ユーザ属性の推定を行う．はじめに，
特徴語をカンマ区切りにしたデータを，はてなキーワード自動
リンク APIに対し送信する．この APIは，送信された語がは
てなキーワード内に存在する場合，その語のカテゴリ情報を返
却する．この返却データを利用し，ユーザ属性を算出する．
カテゴリ毎の値は，特徴語に付随しているカテゴリに対し，

その語のスコア値を足し合わせることで算出する．返却された
全てのカテゴリに対し上記の処理を行い，各カテゴリの値を全
体の値によって割ることで，そのカテゴリが占めるユーザ属性
の割合を求める．

3. 実験

本システムが実際に分析対象者の関心語を抽出できているか
を明らかにするため，検証実験を行った．実験対象者はTwitter

利用者 12名とした．被験者は自らの Twitterスクリーンネー
ムを本システムに入力し，提示された各分析結果に対してアン
ケートに回答する．表示される内容の例を図 2に示す．
本システムが提示した特徴語に対する評価では，関心があ

ると回答した割合は 65％であり，話の種になると回答した割
合は 62％であった．特徴語に対して表示される印象値に関し
ては，55％が正しいと評価された．
本システムが提示したユーザ属性は，1名の被験者を除いて

肯定的な評価を得た．また，本システムが提示したユーザ属性
と，被験者が自分自身に当てはまると考えたユーザ属性の合致
率は 52％であった．
本システムが備える概要表示やツイート表示といった機能に

対する評価も，1名を除いて役立つと回答された．
以上の実験結果から，本システムが提示した特徴語は，半

数以上の割合で話題の種として利用できることが明らかとなっ
た．したがって，特徴語は話題として十分に機能し得ると考
える．
特徴語の印象は，半数の語で正しいと回答された．残りの半

数の語が正確な印象値を算出できなかった理由として，印象値
の算出方法に原因がある．本システムでは，印象語が一つのみ
の場合，印象値が極端な値を示すため，ユーザ意識との隔たり
が発生したと考える．
ユーザ属性の推定に関しても，半数以上の合致率が示され，

大まかな情報を表示するという目的は達成された．ただし，ユー
ザ間における合致率には大きな差異が見られる．これは，はて
なキーワードのカテゴリの偏りによるものであると考える．

図 2: 結果例

4. まとめ

本研究では，SNSのデータを利用し，コミュニケーション
相手の関心を事前に調査し，円滑な雑談を遂行するための補助
を目的とし，システムの構築を行った．検証実験の結果，本シ
ステムが関心事項としてユーザに提示する特徴語は，会話を行
う上で十分に有用な情報であることが示された．また本システ
ムの機能の有効性も示され，人力で相手の関心を見抜くコスト
を削減し，より多くの情報を収集することが可能となった．
本システムの課題として，特徴語抽出の手法やユーザ属性

の推定手法が挙げられる．特徴語の抽出に時間的価値基準を設
け，はてなキーワード以外のユーザ属性の推定手法を用いる必
要がある．
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